
第 ５ ８ ２ 回 役 員 会 議 事 要 録  

 

１．日  時  令和３年１２月２０日（月）自１３時３０分 至１４時１０分 

 

２．場  所  第２会議室 

 

３．出席者  三浦学長、塩谷理事・副学長、二見理事・副学長、三上理事・事務局長 

緑川理事 

【オブザーバー出席】谷副学長、佐野副学長、塘副学長、橋本監事 

 

４．欠席者  高橋理事 

 

【確認事項】 

第５８１回役員会議事要録を原案のとおり確認した。 

 

５．審議事項 

（１）労使協定の再締結について                    資料１ 

塩谷理事より、資料１に基づき、附属中学校過半数代表者との労使協定締結の回答を

踏まえ、福島大学附属中学校と労使協定を再締結することについて提案があった。 

   審議の結果、提案のとおり承認され、今後の手続として、教育研究評議会への報告

を行うとともに、１２月中に過半数代表者に調印依頼、労働基準監督署への届出を行う

こととした。 

 

（２）ICL プロジェクトにおける単位互換に関する協定締結について     資料２ 

マクマイケル国際交流副センター長より、資料２に基づき、文部科学省大学の国際化

促進フォーラムにおけるプロジェクト「国際共修ネットワークによる大学教育の内な

る国際化の加速と世界展開」（ICL プロジェクト）における授業交流を推進することを

目的として、ICL プロジェクトに参画する国内連携大学（東北大学、東京外国語大学、

信州大学、大阪大学、神戸大学）と単位互換に関する協定を締結することについて提案

があった。 

審議の結果、提案のとおり承認され、今後の手続として教育研究評議会において審議

することとした。 

 

（３）福島大学における教育研究費の不正防止対策に関する基本方針について  資料３ 

塩谷理事より、資料３に基づき、文部科学省が定める「研究機関における公的研究費

の管理・監査のガイドライン（実施基準）」の改正を踏まえ、教育研究費不正防止計画



推進室において再点検を行った教育研究費の不正防止対策に関する基本方針、教育研

究費の不正防止計画、新設された啓発活動等の実施内容等について提案があった。提案

について、監査室はモニタリングに専念し、啓発の主体は別にした方が良いのではない

かと意見があった。 

   審議の結果、意見ついては別途検討することとし、提案のとおり承認された。 

 

６．報告事項 

（１）教育研究費の使用に関するコンプライアンス教育等実施計画について   資料４ 

塩谷理事より、資料４に基づき、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイ

ドライン（実施基準）」の改正を踏まえ、教育研究費不正防止計画推進室において再点

検を行った教育研究費の使用に関するコンプライアンス教育等実施計画、コンプライ

アンス教育用テキスト及びコンプライアンス教育の理解度調査について報告があった。 


